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戦国期堀の検出レベルと規模 縮尺 1/100

　（①〜③は調査地点を示す /Ⅲ〜Ⅴは報告書と遺構番号）
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名古屋城三の丸遺跡 地元説明会（R5 その２）

令和６年３月９日 （土） 午前 11:00〜

焼塩壺（17 世紀） 土師質皿（手づくね ,17 世紀） 陶器人形（布袋）

織部写　鉢 馬の目皿

戦国期の「薬研堀」と「大溝」

江戸時代　武家屋敷の井戸出土遺物

周辺の調査地点と戦国期の溝の断面形状・深さ

（文献 -『名古屋城三の丸遺跡』報告書 III・IV・V）

名古屋城三の丸遺跡は、名古屋台地の北西隅に築かれた

名古屋城の南辺、上級武家屋敷が配置された範囲にあた

ります。これまでに20を超える地点で発掘調査が行われ、

旧石器時代以来の人々の生活の痕跡が見つかっています。

　今回の調査は名古屋第４地方合同庁舎整備等事業に伴

うもので、旧郵貯センターの範囲を調査しています。８

月まで調査を行なっていた A 区では、尾張藩上級武家の

屋敷地の庭園関連遺構や戦国時代の屋敷地を区画する溝

などが確認できました。B 区の調査期間は令和 6 年１月

〜３月、調査面積は 3,344 ㎡です。

　大型の掘
ほり

り方
かた

をもつ３基が

並ぶ井戸のうちの一つ、301SE

は井戸側が漆
しっくい

喰で造られてい

たようです。使われなくなっ

た井戸には大量の瓦や花
か こ う が ん

崗岩

石材とともに陶磁器類も捨て

られました。織
お り べ

部写
うつし

の鉢や馬
うま

の目
め

皿
ざら

、使われて擦
す

り減った

擂
すりばち

鉢や鉄
てつゆう

釉火
ひ ば ち

鉢など19世紀を

中心とした資料があります。

-

　井戸として掘り進められたもの

の、湧
ゆうすいそう

水層まで到達しなかった土

坑もあります。ゴミ穴に利用され

たようで、サザエやハマグリ、ア

サリの貝殻や鳥の骨などが分解さ

れずに残っていました。当時の食

材を知る手掛かりとなります。

戦国期那
な ご や

古野城との関連が注目され

る 16 世紀の遺構は、これまでの名古

屋城三の丸遺跡調査の各地点で確認さ

れています。

　このうち大溝（315SD）とほぼ同様

の規模をもつ遺構は①②で見つかって

います。①地点東部（1993年調査写真）

では南北方向の、西に 150m ほど離れ

た②地点では逆 L 字形に屈曲する溝が

あり、こちらは北側から埋められてい

ました。これらが一連のものと仮定す

れば、当時の中心域を囲む施設の南限

とみることもできます。

　さて、315SD は一定期間存続し、ま

た改変もあったようです。下層には複

数の粘土層の堆積があり、その後人為

的に底が少し埋められた時期があった

ことなどが確認できました。

【用語】

薬
やげんぼり

研堀：堀の底部がＶ字形をしたもの。

　底部の通行が困難になっているもの。薬

　研のくぼみの形に似ていることからこ

　の名称が使用されている。空堀に多く

　使用される。

箱
はこぼり

堀：堀の底部が平坦な逆
ぎゃくだいけい

台形をしたも

　の。水堀に多く使われる。

公益財団法人 愛知県教育 ・ スポーツ振興財団

愛知県埋蔵文化財センター

http://www.maibun.com
〒498-0017 愛知県弥富市前ヶ須町野方 802-24

〒581-0034大阪府八尾市弓削南3-20-2
         https://shimadagumi.co.jp
〒581-0034大阪府八尾市弓削南3-20-2
         https://shimadagumi.co.jp

調査支援
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304SK
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308SK 311SK

314SK

312,313SK

320SE

328SK

321SE

井

井

井

井
井

井

井

井

井

井
井

（23B区調査中）

（23A区 調査終了部分）

315SD

大溝（堀）

120-bSD

060SD

220SD

065SD

121SD

122SD

126SD

120-aSD

（推定）
土塁

戦国期 溝（断面V字状）

戦国期 大溝（A区検出部分）

戦国期 大溝（B区検出部分）

？

？

B区での検出標高10.5m

北側から埋めている

A区での検出標高12.0m

大溝の埋まりかた

23A 区（下層）・23B 区主要遺構配置図

←1993 年の旧名古屋営林支局地点

（裏面の①）の調査時に確認された

南北方向の大溝（SD602）の断面

西側（写真左手側）から埋められ

ている

（1995,『名古屋城三の丸遺跡 V』

愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

第 60 集）

大溝（315SD）の断面（東から撮影）

井戸 321SE

集中して掘られた井戸
306SK 出土の貝

B区は建物基礎を取り除いた面、地表から約 4m 下からの調査です。

そのため、検出されている遺構は当時の地表から特段に深く掘り込

まれたもののみとなります。

　調査では、東西方向に延びる戦国期の大溝（315SD）と武家屋敷に

設けられた江戸時代の井戸が確認されました。

大溝（315SD）

A 区の調査成果との検討から、この東西方向

の大溝の規模は長さ 103m 以上、深さは 4.5m、

上端の推定幅は約 12m となります。

　大溝は北側から埋められていて、北側に沿っ

て大きな土
ど る い

塁が築かれていたと推定されます。

この溝全体が丁寧にしかも短期間に埋められて

いることから、江戸時代初期の名古屋城築城と

武家屋敷整備の際に埋められたと考えられま

す。

　315SD は戦国期の屋敷地区画をなす「薬
やげんぼり

研堀」

の溝とは規模も形状も異なります。今回の調査

範囲での新旧関係でも、それまでの屋敷地を壊

して新たに造られていることを確認しました。

調査範囲には、南
みなみどいすじ

土井筋に面する南辺に門を開く二つの重臣武家

屋敷がかかり、しかも両敷地の中央から北側寄りの部分（屋
やしきうら

敷裏）

であったと推定されます。A 区北側の調査では池跡や水
すいきんくつ

琴窟を含む

埋
うめがめいこう

甕遺構など庭
ていえん

園関連の遺構が見つかりました。

　B 区の西側で集中して見つかった井戸には、掘り方の直径が 3m を

超えるものや、同じ場所に幾つも造り直したり、廃
は い き ど こ う

棄土坑（ごみ穴）

に利用されたものがあります。西側の渡辺家の屋敷内では、屋敷境

に近い東端に井戸用の空間があったと考えられます。


